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ユースかわら版
事　業　案　内

　北青少年活動センターでは、毎月第 2・4 土曜日
に、「〜みんなの居場所〜ごぶＳＡＴ」を行っていま
す。過去に辛い経験をした若者や、今も少ししんど
い若者が集まって、みんなで料理をつくったり、卓
球やゲームをしながら交流しています。人と関わる
のが苦手だなという方、誰かと関わりたいな、友だ
ちを増やしたいなという方、ぜひ一度参加してみま
せんか。

　東山青少年活動センターの「ヒガシヤマＤＥものづくり」では、シェア
アトリエとして創造工作室を週に 2 〜 3 回、無料開放しています。陶芸、
木工、染色などのものづくりができ、電動ろくろや、電動ノコギリ、ボー
ル盤、ノミ、染色用のバットや大きな鍋、コンロなどの道具を貸し出して
います（珍しいサンドブラストの機械も本事業限定 1 回 200 円で使って
いただけます）。ガラスのコップ等に名前や模様を彫り、オリジナル食器も
つくれます。月 1 回合同で陶芸を焼成する日も設けています。東山でアト
リエ活動を始めてみませんか？

みんなの居場所「ごぶＳＡＴ」

　京都若者サポートステーションでは、昨年 10 月から 2 月にかけて
東山青少年活動センターとの連携事業を開催しました。ワンデイセミ
ナーを 2 回、ワークショップシリーズを 2 回と昨年度から回数を増や
しました。俳優の二口大学さんと、広田ゆうみさんをナビゲーターに、
体や顔のストレッチ
やタオルバレーを行
い、発声方法、イン
プロ（即興表現）の
手法を用いて伝える
こと、伝わることを確
認しながら、伝える
苦しみが伝わる喜び
へと変わるきっかけ
となりました。

職業ふれあい事業「演劇から学ぶ、働くため
のコミュニケーションワーク」

　多文化共生事業として、伏見青少年活動センターで 12 月から新しく
スタートした「ふしみん国際交流カフェ」。お茶を飲みながら気軽に国

際交流できる機会の提供を目指し、1ヵ月に 2
回のペースで行っています。中国やベトナム、
日本の食文化の違いで盛り上がったり、節分に
は日本独自の文化を紹介し、豆を食べたりしま
した。「他国のことを知ることができた」、「日本
人と話せてよかった」という感想もありました。
まずは知り合うこと、お互いを認め合うことか
ら多文化共生につながっていきます。

「ふしみん国際交流カフェ」を開催！

いろんなものづくりができます！　シェアアトリエ

　南青少年活動セン
ターでは、1 月 10
日（土）に「新年も
ちつき」を開催しま
した。正月遊びに触
れる機会もあり、小
さな子ども連れの家
族など普段センター
を利用されない方の
参加もありました。「こういった行事をする機会が少ないの
で子どもにとっても貴重な経験になった」「お兄さん、お姉
さんらに遊んでもらえたり、子どもも楽しそうでよかった」
といった声も聞かれ、終始賑やかな雰囲気でした。

新春恒例！「新年もちつき」

　2 月 21 日（土）〜 22 日（日 )、子ども 23 名、高校生か
ら社会人のボランティアスタッフ 17 名で花背山の家まで「雪
遊び」に行ってきました。1 年間の最終プログラムというこ
ともあり、思い出と感動がいっぱ
い詰まった花背の 1 泊 2 日を楽し
むことができました。スタッフは
子どもたちとの関わりを大切にし
ながら、人と人とが関わり、いろ
んな経験をして共に成長していく
ことの大切さを感じています。

しもせいチャレンジ☆キッズ

　3 月 8 日（日）、中京区の新風館で行われ、ダンス 27 チーム、
ミュージック 8 組が参加しました。京都市ユースサービス協会
が主催し、出演者とボランテイアスタッフが一体となって創る
アマチュアのダンスとミュージックのフェステイバルで、今回
は野外ライブとなりました。特にミュージック部門の野外ライ
ブは初めてで、まだ小寒い中、
熱いパフオーマンスを繰り広
げ、場内の声援を浴びていま
した。

ライブキッズイン新風館を開催しました！

　山科青少年活動センターでは、1 月 24 日 ( 土 )、『難民高校生』
の著者であり、女子高生サポートセンター Colabo 代表の仁藤夢
乃さんをお招きし、「少女たちを排除する社会に立ちむかう」を実
施しました。居場所の無さを感じながら、渋谷で過ごしていた高
校時代の経験などを話し、夜の街をさまよう少女たちが「関係性
の貧困」におかれている現
状や「JK ビジネス」拡大
の現実について指摘されま
した。後半のグループディ
スカッションでは、「裏社
会に負けないサポートと
は？」をテーマに、参加者
同士でアイデアを出し合い
ました。

若者の「いま」を考えるサロン連続企画第2回
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7つの青少年活動センター
東山青少年活動センター
住　所：〒 605–0862　京都市東山区
　　　　清水5丁目130–6　東山区総合庁舎2階
ＴＥＬ：075–541–0619
ＦＡＸ：075–541–0628
ＵＲＬ：http://www.ys-kyoto.org/higashiyama/

中京青少年活動センター
住　所：〒 604–8147　京都市中京区東洞院通
　　　　六角下ル御射山町 262
ＴＥＬ：075–231–0640
ＦＡＸ：075–231–1231
ＵＲＬ：http://www.ys-kyoto.org/nakagyo/

山科青少年活動センター
住　所：〒 607–8086　
　　　　京都市山科区竹鼻四丁野町 42
ＴＥＬ：075–593–4911
ＦＡＸ：075–593–4916
ＵＲＬ：http://www.ys-kyoto.org/yamashina/

伏見青少年活動センター
住　所：〒 612-8062　京都市伏見区
　　　　鷹匠町 39-2　伏見区総合庁舎 4 階
ＴＥＬ：075-611-4910
ＦＡＸ：075-604-4910
ＵＲＬ：http://www.ys-kyoto.org/fushimi/

南青少年活動センター
住　所：〒 601–8441
　　　　京都市南区西九条南田町 72
ＴＥＬ：075–671–0356
ＦＡＸ：075–671–0360
ＵＲＬ：http://www.ys-kyoto.org/minami/

下京青少年活動センター
住　所：〒 600–8202
　　　　京都市下京区川端町 13
ＴＥＬ：075-353-7750
ＦＡＸ：075-353-7740 
ＵＲＬ：http://www.ys-kyoto.org/shimogyo/

北青少年活動センター
住　所：〒 603–8165　京都市北区紫野
　　　　西御所田町 56　北区総合庁舎西庁舎 3 階
ＴＥＬ：075–451–6700
ＦＡＸ：075–451–6702
ＵＲＬ：http://www.ys-kyoto.org/kita/

開館時間　平日：午前 10 時〜午後 9 時　
　　　　　日祝：午前 10 時〜午後 6 時

休館日　　水曜日・年末年始
　　　　　（12/29 〜 1/3）

　毎号楽しみに読ませていただいております。現代

の若者のリアルな声が聞け、積極的に活動している

団体の状況がわかり、大学生に関わる仕事において

大変役に立っております。

立命館大学サービスラーニングセンター  木村響子

事業レポート 読者の声


